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高知県沿岸から得られた四国初記録のミナミウシノシタ（ササウシノシタ科）
と本種の成長に伴う形態・色彩変化

太田啓佑 1・難波拓登 2・斉藤洪成 3

Five specimens (13.3–180.5 mm standard length) of Par-
dachirus pavoninus (Lacepède, 1802) (Pleuronectiformes: Solei-
dae) were collected from Kochi Prefecture, Japan. In Japanese 
waters, this species was previously known from Chiba, Kanaga-
wa, Aichi, Wakayama, Miyazaki, and Kagoshima prefectures, 
and the Ryukyu Islands, including the Osumi, Amami, Okinawa, 
Miyako, and Yaeyama islands. Thus, the present specimens, de-
scribed in this study, represent the first records of P. pavoninus 
from Shikoku. Ontogenetic changes of the shape of dorsal- and 
anal-fin ray tips and coloration on the ocular side in the species 
are described.
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 Abstract

ササウシノシタ科のミナミウシノシタ属Pardachirusは，

背鰭，臀鰭および腹鰭の軟条基部に毒腺の開孔部があるこ

とで特徴づけられ，そこから分泌される粘液毒は外敵か

らの防御や獲物の捕獲に役立つと考えられている（Randall 

and Johnson, 2007）．本属魚類は世界では 7種，日本国内

からはミナミウシノシタ Pardachirus pavoninus (Lacepède 

1802)の 1種のみが知られる（Randall and Johnson, 2007；

本村，2021）．

2019年 9月から 2020年 3月までに高知県沿岸から 3個

体のミナミウシノシタが採集された．また，高知大学理工

学部海洋生物学研究室の所蔵標本を調査したところ，同県

産の本種の 2標本が発見された．本種は日本国内では千葉

県館山から八重山諸島まで広く報告されているが，高知県

を含む四国からはこれまで記録されていなかった（中坊・

土井内，2013；本村，2021）．したがって，高知県産の 5

標本を四国におけるミナミウシノシタの初記録として報告

する．また，本種の成長にともなう形態と色彩の変化につ

いても議論を行ったので合わせて報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Randall and Johnson (2007)にしたがい，

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．側線孔数は標本をアニリンで染色し，双眼実

体顕微鏡を用いて計数し，脊椎骨数は軟 X線写真から計

数した．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで

行い，計測値は体長に対する百分率（%）で示した．標準

体長は体長または SLと略記した．本報告に用いた標本は

高知大学理工学部海洋生物学研究室（BSKU）に保管され

ており，本種の生鮮時の写真は同研究室のデータベースに

登録されている．

Pardachirus pavoninus (Lacepède 1802)

ミナミウシノシタ
(Figs.1–3; Table 1)

標本　5個体（体長 13.3–180.5 mm），全て高知県産．

BSKU 97521，体長 48.1 mm，須崎市横浪半島池の浦，

2009年 1月 18日；BSKU 101343，体長 161.6 mm，黒潮町

佐賀，刺し網，2009年 11月 15日；BSKU 127970，体長

61.7 mm，大月町柏島，手網，2020年 1月 10日，太田啓佑；

BSKU 127971，体長 180.5 mm，大月町柏島，手網，2020

年 3月 7日，太田啓佑；BSKU 128341，体長 13.3 mm，高

知県大月町，手網，2019年 9月 16日，難波拓登．

記載　体は長楕円形で，体高は体中央のやや前方で最
も高い．頭部は丸く，吻は短い．眼は小さく，両眼共に右

体側に位置する．両眼間隔は狭く，わずかに窪み，被鱗す

る．口はわずかに曲がって前方に開き，上顎後端は下眼の

前縁付近に位置する．鼻孔は管状で，両体側に 1つずつあ
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る．有眼側の鼻孔は上顎後端付近に位置し，無眼側の鼻孔

は下顎後端直下に位置する．有眼側の背鰭起部から間鰓蓋

骨前部までと無眼側の背鰭起部から腹鰭起部までの頭部縁

辺に毛状の皮質突起が並ぶ．各鰭は軟条のみからなり，尾

鰭以外の鰭は基部が被鱗しない．BSKU 101343と BSKU 

127971では，背鰭，臀鰭および腹鰭軟条の先端が分枝す

Fig. 1. Small-sized specimens (A, B: preserved; D, E: fresh) of Pardachirus pavoninus. A–C: BSKU 97521, 48.1 mm SL, Susaki, 
Kochi, Japan; D–F: BSKU 127970, 61.7 mm SL, Kashiwa Island, Otsuki, Kochi, Japan. A, D: ocular sides; B, E: blind sides; C, F: 
radiographs.

BSKU
128341

BSKU
97521

BSKU
127970

BSKU
101343

BSKU
127971

 Standard length (SL; mm) 13.3 48.1 61.7 161.6 180.5
 Counts
  Dorsal-fin rays 67 67 66 67 67
  Anal-fin rays 50 50 50 53 54
  Pelvic-fin rays 5 5 5 5 5
  Lateral-line pores – 89 86 97 96
  Pores on dorsoanterior branch of lateral line – 9 9 9 8
  Pores on ventral preopercular branch of lateral line – 7 7 6 6
  Vertebrae 38 38 38 38 38
  Dorsal-fin pterygiophores (anterior to fourth neural spine) – – 12 12 12
 Measurements (% SL)
  Body depth 33.0 37.4 35.6 40.5 34.8
  Head length 24.3 21.4 19.6 19.8 18.4
  Eye diameter 2.3 3.7 3.4 3.0 2.5
  Candal-fin length 19.4 18.5 14.9 18.8 15.5
 –, no data

Table 1. Meristics and morphometrics of specimens of Pardachirus pavoninus.
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るが，BSKU 97521，BSKU 127970および BSKU 128341で

は不分枝．背鰭，臀鰭，および腹鰭の軟条基部には毒腺の

開孔部がある．胸鰭を欠く．有眼側の腹鰭直後に生殖突起

を有する．背鰭起部は吻端の上眼中央の垂線上に位置し，

後端は尾鰭基部に達する．臀鰭起部は生殖突起の直後に位

置し，後端は尾鰭基部に達する．背鰭と臀鰭は尾鰭と連続

しない．腹鰭は有眼側のものはよく発達し，基底は短い．

無眼側の腹鰭は小さく，基部は有眼側の腹鰭基部より後方

に位置する．尾鰭は円形で上下方向に広い．

色彩　小型標本（体長 48.1–61.7 mm；Fig. 1）では有眼

側の地色は薄い褐色で，体の外縁に近づくにつれ明るい褐

色になる．体表には褐色に縁取られた円形または楕円形の

白色斑が密在し，その周囲には黄色点または濃い褐色点が

散在する．有眼側の背鰭と臀鰭，および尾鰭は半透明の白

色で，鰭条部には白色点または黄色点が先端に向かって並

び，その大きさは先端のものほど小さい．有眼側の腹鰭は

半透明の白色で鰭条部に白色点が並ぶ．無眼側の腹鰭は白

色．無眼側は一様に白色で，各鰭には有眼側の鰭条部にあ

る白色点が透けてみえる．虹彩は白色で，瞳孔は黒色．有

眼側と無眼側の皮質突起は白色．

大型標本（体長 161.6 mm–180.5 mm；Fig. 2）では小型

標本の色彩とほぼ同様だが，体表にある茶色に縁取られた

円形または楕円形の白色斑の中心に褐色点（体の地色と同

じ色）が存在し，虫食い状の斑を形成する．

幼魚（体長 13.3 mm；Fig. 3）では生時，体と各鰭は半

透明の白色で，鰓蓋周辺がやや赤みがかる．体表と各鰭に

はやや不明瞭な白色斑が散在する．虹彩は白色で，瞳孔は

黒色．

分布　東インド洋と西太平洋に広く分布し，日本国内
では千葉県，神奈川県，愛知県，和歌山県，宮崎県の日向

灘，鹿児島県の薩摩半島南部，大隅諸島（竹島，屋久島，

および種子島），奄美群島（奄美大島，喜界島，徳之島，

および与論島），沖縄諸島（沖縄島，渡嘉敷島），宮古諸島

（宮古島，伊良部島），および八重山諸島（石垣島，西表

Fig. 2. Large-sized specimens (A, B: preserved; D, E: fresh) of Pardachirus pavoninus. A–C: BSKU 101343, 161.6 mm SL, Kuroshio, 
Kochi, Japan; D–F: BSKU 127971, 180.5 mm SL, Kashiwa Island, Otsuki, Kochi, Japan. A, D: ocular sides; B, E: blind sides; C, F: 
radiographs.
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島）から記録されており（渡井ほか，2009；大橋・本村，

2011；大橋，2013；中坊・土井内，2013；吉郷，2014；

ジョン，2014；池田・中坊，2015；鏑木，2016; Motomura 

and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017; Nakae et al., 2018; 

Mochida and Motomura, 2018； 武 藤，2019； 古 𣘺 ほ か，

2020; Fujiwara and Motomura, 2020；本村，2021），本研究

では新たに高知県から記録された．

備考　本報告で記載した高知県産の標本は，口がわず
かに曲がること，胸鰭を欠くこと，背鰭，臀鰭および腹

鰭の軟条基部に毒腺の開孔部があること，背鰭と臀鰭の基

部が被鱗しないことなどの形態的特徴や各鰭の鰭条数など

の計数形質，および有眼側に眼径より大きい白色斑がある

ことなどの色彩の特徴が Randall and Johnson (2007)，中坊・

土井内（2013），および南（2014）が報告したミナミウシ

ノシタ Pardachirus pavoninusの特徴に一致したため，本種

に同定された．ミナミウシノシタの日本国内における記録

は「分布」の項で示した通り，千葉県以南の太平洋沿岸か

ら大隅諸島を含む琉球列島にかけて広く記録されていた

が，四国における本種の記録はなく，分布の空白域となっ

ていた．したがって，本報告の高知県産 5標本はミナミウ

シノシタの四国初記録となる．

生息環境・生息状況　本研究で記載したミナミウシノ
シタの幼魚（BSKU 128341）は，高知県大月町内を流れる

小河川の河口域で採集された．同地点では本種の他にヒ

トミハゼ Psammogobius biocellatus (Valenciennes, 1837)，タ

ネハゼ Callogobius tanegasimae (Snyder, 1908)，カワヨウジ

Hippichthys (Hippichthys) spicifer (Rüppell, 1838)など汽水環

境を好む魚類が採集された．柏島から採集された 2個体

（BSKU 127970, 127971）は岩礁性海岸内にひろがる砂底の

水深約 2 m地点で採集された．同地点では 2020年 1–3月

に複数のミナミウシノシタの個体が確認されたが，第 1著

者が定期的に行っている同地点での魚類調査ではその後本

種を確認できていない．

本研究では高知県において幼魚から成魚まで成長段階

の異なるミナミウシノシタの個体が複数確認された．した

がって，本種は高知県において再生産している可能性が高

いと考えられるが，その詳細は追加個体に基づくさらなる

調査（例えば，生殖腺の確認など）が必要である．

形態と色彩の成長に伴う変化　本研究で記載した幼魚
を含む小型標本（体長 13.3–61.7 mm）と大型標本（体長

161.6–180.5 mm）では，形態と色彩に以下のように相違が

確認された（小型標本では背鰭と臀鰭の軟条先端が分枝せ

ず，有眼側の白色斑の中心に褐色点が存在しないことに対

して，大型標本では各軟条の先端が分枝し，有眼側の白色

斑の中心に褐色点が存在し，虫食い状の斑を形成する）．

色彩の相違に関しては文献調査でも体長 21.2–80.0 mmの

4個体では本研究の小型標本と同じ色彩であるのに対し

て，体長 118.0–237.7 mmの 8個体では本研究の大型標本

と同じ色彩であることが確認された（Randall and Johnson, 

2007；大橋・本村，2011；大橋，2013；中坊・土井内，

2013；ジョン，2014；池田・中坊，2015；武藤，2019；古

𣘺ほか，2020）．さらに，本研究で用いたミナミウシノシ

タの比較標本（9標本，体長 44.3–200.4 mm）では，小型

標本（1個体，体長 44.3 mm）と大型標本（8個体，体長

103.0–200.4 mm）で上述したものと同様の形態・色彩の相

違が確認された．したがって，ミナミウシノシタは成長に

伴い，背鰭と臀鰭の軟条先端が分枝し，有眼側の白色斑の

中心に褐色点がはいるようになることが考えらる．本研究

での標本・文献調査では体長約 80–100 mmのミナミウシ

ノシタを確認することが出来なかったが，上述の結果を踏

まえると，この成長段階で小型個体の特徴から大型個体の

特徴へと変化が生じる可能性が高いと考えられる．

比較標本　
ミナミウシノシタ（9 標本，体長 44.3–200.4 mm）：

BSKU 6962，体長 103.0 mm，鹿児島県奄美大島安脚

場；BSKU 22142， 体 長 160.0 mm，BSKU 22144， 体 長

150 mm，BSKU 22143，体長 152.4 mm，沖縄県糸満市；

BSKU 67226，体長 44.3 mm，沖縄県浦添市空寿崎；BSKU 

96632，200.4 mm，鹿児島県屋久島栗生；BSKU 98020，

130.9 mm，マレーシア・サバ州；BSKU 113162，149.5 

mm，BSKU 114298，137.3 mm，西表島白浜漁港．
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Fig. 3 Live individual of Pardachirus pavoninus (BSKU 128341, 
13.3 mm SL, Kashiwa Island, Otsuki, Kochi, Japan).
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